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⽣存データと経時データのジョイントモデルの有⽤性とベイズアプローチの利点 

 

臨床研究では，経時データと⽣存データがしばしば同時に収集される．これらのデー
タをそれぞれ分析する⽅法は確⽴されているが，両者が相互に関連する場合には，ジ
ョイントモデルが有⽤である．ジョイントモデルは，経時データの動態と⽣存データ
を統合的に扱う枠組みを提供し，治療効果の推定における効率の向上やバイアスの低
減が⾒込まれている． 

本抄読会では，ジョイントモデルの構成要素としての経時データモデルと⽣存データ
モデルの統合的基本構造を紹介し，ジョイントモデルの利点をシミュレーション研究
に基づき論じる．さらに，モデルの柔軟性を⾼める拡張⼿法についても概説し，複雑
なモデルの適合と計算の易化，制度の⾼い推定を可能にするベイズアプローチについ
ても述べる．また，関連するソフトウェアの現状についても触れる．最後に，近年関
⼼が⾼まっている患者報告アウトカムの現状，および QOL 評価におけるジョイント
モデルの役割とその可能性について述べる．ジョイントモデルは，個別化医療や QOL
評価において特に有⽤であり，臨床データ解析の新たな⽅向性を⽰すものである． 
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